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平成 29 年度 山梨大学男女共同参画に関するアンケート調査結果 

 

平成 29 年 9 月 12 日 

男女共同参画推進室作成 

 

1. はじめに 

 男女共同参画推進室が発足して 3年目となった。本学の更なる男女共同参画の推進に向け、今回は学

童保育のニーズについても調査を行った。 以下に結果を報告する。 

 

2. 調査概要 

調査期間：平成 29 年 6 月 22 日(金)～7 月 21 日(金) 

調査方法：学内イントラネット「申請・調査支援システム」より入力 

調査対象：山梨大学教職員（附属学校、病院含むシステムに登録のある教職員）2,924 人 

回収率：36.9 %（1,079 名） 

調査目的：教職員のライフイベントやワークライフバランスに関する課題や要望を抽出し、 

男女共同参画推進に係る取組を充実させる。 

 

調査内容 

（１） 回答者について 

＜職種・性別・年齢・現在のライフイベント、子どもがいる場合の子の年齢＞ 

（２） 満足度について 

＜①就業規則などの制度整備に対する満足度、②職場環境に対する満足度、            

③自身のワークライフバランスに対する満足度＞ 

（３） 本学の取組について 

＜①男女共同参画推進室の制度・活動の認知度、②本学に必要な男女共同参画に関す

る取組、③個人の仕事やワークライフバランスをよりよくするためのアイデア＞ 

（４） 情報発信について 

＜①男女共同参画推進室の情報発信に対する評価、②希望する情報取得手段、③希望

する講演会・セミナー＞ 

（５） 学童保育について 

＜①小学校下校後の子どもの状況、②学童保育の利用頻度、③学童保育所などにおい

て便利だと感じている／感じた仕組み、④本学における学童保育の必要性、⑤学童保

育が必要な時間帯・時期、⑥学童保育が必要だと思う子の年齢、⑦学童保育等ができ

た場合の利用に関する意見、⑧本学に学童ができた場合の利用の有無、⑨学童保育に

関する意見 ＞ 
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（６） 介護について 

    ＜①介護離職について、②介護離職をしなくて済んだ理由、③推進室に望むこと＞ 

 

  （７）   男女の地位の平等意識調査 

        ＜場面における男女の地位：①家庭生活、②職場、③学校教育の場、④政治の場、   

         ⑤法律や制度、⑥社会通念＞ 

 

（８）   男女共同参画推進室への意見 

 

※自由記述については別紙に記す。 
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3. 結果  

（１） 回答者の属性 

①男女比率 

 

 

②所属 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③回答者の年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ライフイベントの有無 

 

 

 

 

 

 

 

58.1 

13.5 

41.9 

86.5 

男性

(N=596) 

女性

(N=585) 

（％）                                   

教員 職員 

教員  

職員  

16.67 

1.82 

25.41 

21.6 

23.77 

5.89 

8.74  

2.38 

8.47  

7.43 

14.75  

0.7 

1.09  

32.4 

1.09  

27.77 

（％）  

教育学域 医学域 工学域 生命環境学域 

センター・大学院 附属学校 附属病院 事務部 

（３６６） 

（７１３） 

教員  

職員  

1.91 

24.4 

27.87 

25.11 

35.52 

24.26 

24.59 

23.84 

10.11 

2.38 

( % )  20代 30代 40代 50代 60代 

(713) 

(366) 

教員  

職員  

53.28  

42.36 

46.72  

57.64 

（％）  ライフイベント中 ライフイベント中ではない 

(713) 

(366) 
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0% 50% 100%

9.64 57.83 27.71 4.82 

現在の職場環境には全く問題は感じられず、満足し

ている 

特に問題は感じられずほぼ満足している 

やや問題があると感じ不満がある 

とても問題があると感じ非常に不満である 

（２） ライフイベントの有無と満足度について 

制度整備、職場環境、個人のワークライフバランス（以下、ＷＬＢ。）に関する満足度について、下

記①～③に結果を記す。制度整備に関する満足度は、職場環境やＷＬＢに関する満足度より高い。個人

のＷＬＢについては、ライフイベント中の教員における満足度が低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 50% 100%

9.92 63.3 20.02 6.77 

(%) 

制度も充実しており、大変満足している 

制度も整備されており、基本的に満足している 

制度の拡充を期待しており、現状ではあまり満足

していない 

制度をもっと充実させてほしいため、現状には満

足していない 

0% 50% 100%

ライフイベント中である 

アイフイベント中でない 

9.23 

8.77 

53.33 

62.57 

27.69 

23.98 

9.74 

4.68 

教員 

0% 50% 100%

ライフイベント中である 

ライフイベント中でない 

14.9 

6.33 

54.64 

60.34 

27.48 

29.44 

2.98 

3.89 

職員 

② 職場環境に対する満足度に対する満足度（左：全体、右：職種およびライフイベント別） 

 

0% 20% 40% 60% 80%100%

ライフイベント中ではない 

ライフイベント中である 

7.6 

3.59 

65.5 

57.44 

19.3 

27.69 

7.6 

11.28 

(%) 教員 

0% 20% 40% 60% 80%100%

ライフイベント中ではない 

ライフイベント中である 

10.22 

14.9 

66.42 

61.59 

17.52 

18.87 

5.84 

4.64 

（％） 職員 

① 就業規則などの制度整備に対する満足度（左：全体、右：職種およびライフイベント別） 
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0% 50% 100%

10.29 55.7 27.25 6.77 

現在の状態は、バランスがとても良く、大変満足し

ている 

現在の状態は、バランスはほぼ良いと感じ、まあま

あ満足している 

現在の状況は、バランスが少し悪いと感じ、満足と

は言えない 

現在の状況は、バランスが悪く、満足していない 

0% 50% 100%

ライフイベント中である 

ライフイベント中でない 

5.64 

10.53 

48.72 

54.97 

34.36 

25.73 

11.28 

8.77 

教員 

0% 50% 100%

ライフイベント中である 

ライフイベント中でない 

14.24 

9.49 

55.63 

59.37 

26.49 

25.06 

3.64 

6.08 

職員 

③自身のライフワークバランスに対する満足度（左：全体、右：職種およびライフイベント別） 
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（３） 本学の取組について 

以下に、「①男女共同参画推進室の制度・活動の認知度（複数回答可）」、「②本学に必要な男女共同参

画に関する取組（複数回答可）」の結果を記す。「③個人の仕事やワークライフバランスをよりよくする

ためのアイデア（自由記述）」については別紙参照。 

①当室の認知度については、講演会の開催（42.98%）、宮前保育園との協定による育児支援制度

（30.77%）、スキルアップセミナー(30.40%)の順に回答割合が高くなっている。昨年度と比べスキルア

ップセミナーの認知度が上昇した。 

②本学に必要な取り組みについては、職場の雰囲気づくり（54.59%）、長時間労働の是正(49.49%)、

育児や介護に対する理解ある職場環境づくり(47.08%)の順に回答割合が高くなっている。職場の雰囲気

づくりは昨年度と同様の結果であったが、他の二つは昨年と異なる結果となった。 

① 男女共同参画推進室の制度・活動の認知度（複数回答可）(%) 

 

 

② 本学に必要な男女共同参画に関する取組（複数回答可）(%) 

 

 

 

 

＜その他（回答数 32）の入力内容＞ 

 

 

 

 

 

26.32 

22.24 

30.77 

41.98 

30.4 

8.43 

28.64 

16.68 

30.31 

0.28 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

キ ャ リ ア ア シ ス タ ン ト 制 度 

（ライフイベント中の研究者に対する研究活動支援） 

産 育 休 か ら 復 帰 し た 研 究 者 に 対 す る 研 究 活 動 助 成 

宮前保育園との連携協定による保育園の一時預かり保育、 

病 児 病 後 児 保 育 、 休 日 保 育 が 利 用 で き る 制 度 

ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス や 男 女 共 同 参 画 

を テ ー マ と す る 講 演 会 の 開 催 

ス キ ル ア ッ プ セ ミ ナ ー の 開 催 

ロ ー ル モ デ ル 情 報 の 発 信 

教 職 員 と 学 生 向 け 交 流 の 場 の 提 供 

（ 交 流 ス ペ ー ス の 設 置 、 ラ ン チ 会 開 催 等 ） 

ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス 等 に 関 す る 相 談 対 応 

知 っ て い る も の は な い 

そ の 他 

41.61 

54.59 

46.99 

47.08 

18.16 

49.49 

3.43 

0 10 20 30 40 50 60

育 児 や 介 護 に 関 す る 休 業 制 度 の 周 知 

男 女 と も に 育 児 休 業 や 介 護 休 業 を 取 得 し や す い 

職 場 の 雰 囲 気 づ く り 

1 7 時 以 降 の 会 議 の 廃 止 ／ 見 直 し 

育 児 や 介 護 に 対 し 、 理 解 あ る 職 場 環 境 づ く り 

性 別 役 割 分 担 の 意 識 改 革 

長 時 間 労 働 の 是 正 

そ の 他 
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24.56 

36.33 

41.98 

46.25 

2.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

講演会・セミナーの実施 

パンフレットやニュースレターの配布 

ＨＰによる情報発信 

メールによる情報発信 

その他 

③ 個人の仕事やワークライフバランスをよりよくするためのアイデア（自由記述）（回答数 63） 

別紙参照 

 

（４） 情報発信について 

以下に、「①男女共同参画推進室の情報発信に対する評価」、「②希望する情報取得手段（複数回答可）

（複数回答可）」、「③希望する講演会・セミナー」の結果を記す。下記より、①については、「必要な情

報は取得できており、現状で充分だと思う」(45.51%)、「もう少し情報を発信した方がよい」(41.8%)で

あった。また、②よりの情報の取得手段として「メールによる情報発信」(46.25%)であり、電子媒体で

の発信希望が多かった。これは、昨年度と同様の結果であった。（３）においては、「業務の効率化」の

回答数が最多であり、業務における現状の改善要望が強いと考えられる。 

 

① 男女共同参画推進室の情報発信に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望する情報取得手段（複数回答可）(%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 希望する講演会・セミナー（複数回答可）(%) 

 

 

 

 

 

 

（５） 学童保育について 

昨年と同様に、学童保育の要望について調査した。ここでは、小学生の子どもを持つ教職員と既に小

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.19 45.51 41.8 7.51 

様々な情報を取得でき、大変十分である 

必要な情報は取得できており、現状で充分だと思う 

もう少し情報を発信した方がよい 

もっと様々な情報を発信すべきである 

50.79 

37.53 

30.03 

36.24 

14.83 

13.9 

4.45 

0 10 20 30 40 50 60

業務の効率化 

育児と仕事の両立 

介護と仕事の両立 

コミュニケーションや対人関係のスキルアップ 

英語論文・プレゼンテーションのスキルアップ 

ロールモデルの事例紹介を含むワークライフバランス 

その他 
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学校を卒業した子どもを持つ教職員を対象に、回答してもらった。内容は、①小学校下校後の子どもの

状況、②学童保育の利用頻度、③学童保育所などにおいて便利だと感じている／感じた仕組み、④本学

における学童保育の必要性、⑤学童保育が必要な時間帯・時期、⑥学童保育が必要だと思う子の年齢、

⑦学童保育等ができた場合の利用に関する意見、⑧学童保育に関する意見であり、①～⑦は現在小学生

の子どもがいる教職員・既に小学校を卒業した子供がいる教職員が対象であり、⑧はライフイベントの

有無に関わらず全教職員を対象とした。 

結果から、学童保育の利用時間や実施内容など、本学の教職員が望む学童保育の形を知ることができ

た。しかし、④において本学での学童保育の要望が半数以上であったにもかかわらず、⑦では半数が「利

用しない」と回答している。今回の調査では、本学において学童保育施設等の設置を検討する場合の課

題も見えた。 

 

① 小学校下校後の子どもの状況について（複数選択可）(%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学童保育を利用している／利用していた人における利用頻度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学童保育所などにおいて便利だと感じている／感じた仕組みについて 

別紙参照 

53.3 

29.95 

23.35 

19.29 

14.21 

2.54 

0 10 20 30 40 50 60

小 学 校 に 併 設 し て い る も し く は 学 区 の 

児 童 館 な ど の 学 童 保 育 を 利 用 し て い る ／ し て い た 

配 偶 者 が み て い る ／ み て い た 

祖 父 母 な ど が み て い る ／ み て い た 

塾 や 稽 古 事 な ど に 通 っ て い る ／ 通 っ て い た 

自 由 に 過 ご し て い る ／ 過 ご し て い た 

そ の 他 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.72 12.07 82.76 3.45 

週１回 

週２~３回 

週４～５回 

その他 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.95 25.82 30.77 38.46 

小学校低学年まで 

小学校中学年まで 

小学校高学年まで 

その他 

無回答 

 

④ 本学における学童保育の必要性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ④で「必要」と答えた人における学童保育が必要な時間帯・時期について（複数回答可）(%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ④で「必要」と答えた人における学童保育が必要だと思う子の年齢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

52.79 30.96 8.63 7.61 

必要 

必要ない 

その他 

無回答 

0 5 10 15 20 25 30 35

平日夕方（18時まで） 

平日夕方（19時まで） 

平日夕方（20時まで） 

平日夕方 

（20時以降も必要に応じて） 

休日（土日祝日） 

子の長期休暇中 

その他 

15.93 

20.33 

10.44 

8.24 

9.34 

30.22 

0 
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50.55 

34.62 

30.77 

2.75 

0 10 20 30 40 50 60

職場と学童保育所が隣接している安心感 

大学の福利厚生による経済的支援 

子の学習面への支援 

その他 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.04 43.15 8.63 12.18 

利用する 

利用しない 

その他 

無回答 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.64 28.36 
介護していない 

介護している 

学内学童保育に期待することはなんですか(%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 現在、小学生の子がいる人おける本学に学童保育等ができた場合の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 介護について 

 本年は初めて介護状況について調査を行った。①介護の有無、②性別、③年齢、④職種、⑤職種別の

性別、⑥離職について、⑦離職を考えた人の性別、⑧離職せずに済んだ理由、⑨当室に望むことについ

て調査を行った。 

 調査の結果、介護している教職員の割合は約3割であった。介護者の性別は女性が半数以上であった。

介護者の年齢は 50 歳代が最も多かった。教員では男性の比率が、職員では女性の比率が高かった。介

護離職を考えたことがある割合は約 2割であった。介護離職を考えた人の性別は女性が多かった。介護

離職せずに済んだ理由は、家族の支援(57.97%)、施設への入所(39.13%)であった。介護に関して当室に

のぞむことは、学内制度のさらなる周知であった。 

 

①介護している人の割合 
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81.03 

18.97 

男性 

女性 

教員 

37.89 

62.11 

男性 

女性 

職員 

 

②介護している人の性別 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

③介護している人の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④職種 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤職位と性別 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.92 15.36 30.07 42.48 8.17 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代及びそれ以上 

54.25 

45.75 男性 

女性 

37.91 

62.09 

教員 

職員 
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36.23 

63.77 

男性 

女性 

⑥介護に当たり、離職を考えたことがありますか (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦離職を考えた人の性別 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧離職せずに済んだ理由はなんですか (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨介護に関し、当室に望むことはなんですか (%) 

 

 

 

 

 

22.55 

71.9 

5.56 

ある 

ない 

その他 

8.7 

39.13 

57.97 

21.74 

11.59 

0 10 20 30 40 50 60 70

大学の制度で十分対応できた 

被介護者を病院や老人福祉施設等に 

入所・通所させることができた 

家族の支援があった 
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男性 

（７）男女の地位の平等意識調査 

 本園は男女の地位の平等についても初めて調査を行った。調査では各場面における回答選択肢として、

平等、男性優位、女性優位、わからないを設定した。場面では、①家庭生活、②職場、③学校教育の場、

④政治の場、⑤法律や制度、⑥社会通念について調査をおこなった。 

 調査の結果、政治の場および社会通念・慣習・しきたりについて男性優遇と回答した割合が半数を超

えた。 
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③学校教育の場 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.48 
25.64 

2.05 
19.83 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 

57.49 19.23 

8.3 

14.98 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

男性 

50.6 

24.79 

1.37 

23.25 
平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 

67 
7.09 

3.24 

22.67 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

男性 

58.63 

7.86 

0.68 

32.82 
平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 



14 

 

30.16 

45.55 

3.44 

20.85 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

男性 

13.68 

60.17 

0.34 

25.81 
平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 

50.81 

16.19 

8.7 

24.29 
平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

男性 

30.09 

29.57 

3.25 

37.09 

平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 

23.89 

51.82 

4.66 

19.64 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

男性 

16.58 

60.17 

1.54 

21.71 平等 

男性優遇 

女性優遇 

わからない 

女性 

④政治の場 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤法律や制度 (%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥社会通念・慣習・しきたり (%) 
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３．おわりに 

 本調査により、本学教職員の意見や要望を新たにえることができた。昨年度と変わらない要望等につ

いては、当室の活動において重視する必要がある。本年度のアンケート調査の結果から、今後当室が取

り組むべき課題は下記の事柄が考えらえる。 

 

① 自身の WLB に対し問題を感じている教員の割合が職員より多いので、各教員の WLB の満足度を

高める支援が必要である（昨年度も同様に低い） 

② 本学に必要な取り組みとして、「男女ともに育児休業や介護休業を取得しやすい職場の雰囲気づく

り」(54.59%)、長時間労働の是正(49.49%)に対する回答比率が高かったので、これらの諸課題を改

善する試みを考察する必要があると考えらえられる。 

③ 情報の発信については、紙媒体よりもメールでの発信や HP への掲載を望む声が多いので、メール

および HP への掲載を重視した方がよいと考えられる。 

④ 希望する講演会およびセミナーでは、昨年と同様に「業務の効率化」を望む割合が高かった。推進

室としても業務の効率化に関わるセミナーを実施しているので、引き続き同テーマのセミナーを実

施する必要があると考えられる。 

⑤ 学童保育については、本学における設置を必要と考える教職員が 50％を超えているものの、本学に

おいて設置された場合「利用する」と回答した割合は 36.04%にとどまっている。この結果から、

本学において学童保育を設置する場合には、利用者のニーズをさらに調査する必要があると考えら

える。 

⑥ 今年度の調査から、本学において介護に携わっている教職員が約 3 割いることが明らかとなった。

介護に関しては、「学内制度のさらなる周知」(40.85%)を望む割合が高い。この結果から、HP やメ

ールを通じて介護に関する情報や学内制度をさらに発信する必要があると考えられる。 

 

 

以上) 


